
第１回学校訪問にみる各学校における取組 佐伯市立昭和中学校

昭和中学校では、「ふるさとを愛し、体得した基礎学力・創造力で、夢や目標の実現に向け粘り抜く「逞しい生徒」の育成」を目指し、昭和中「わかる授業」のポイントを取り入
れた授業改善を推進するとともに、「ふるさと」を共通テーマとし、体験を通して探究・表現する総合的な学習の時間の充実を図っている。

取組概要

【学校マネジメントの工夫】
◆短期の検証・改善を繰り返し、達成状況や「生徒の今の課題」を明確に
して、それを踏まえた重点目標・達成資料を具体的に設定している。

◆学力向上委員会を月１回開催し、授業づくりや家庭学習の取組、定期
テストの内容等の情報共有を行い、取組の進捗管理を行っている。

工夫・ポイント

◆若手教員が「わかる授業のポイント」を提案・全教職員に共有し、日常の
実践に取り組むとともに、互見授業により取組状況を確認し合っている。

◆弥生地区学校運営協議会・協育ネットワーク会議と連携し、リバーフェス
タ等の体験活動の充実を図り、ふるさと弥生についての探究的な学習を推
進している。

特徴的な活動

◆振り返りについて、昭和中として特に大切にしたい視点を焦点化して日常
的に取り組むとともに、生徒個人の目標に対する振り返りや人間関係づくり
プログラムの振り返りを定期的に行い、蓄積して生徒の変容を見取りフィー
ドバックし、自己管理能力の育成につないでいく取組を進めることが考えら
れる。
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